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十
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半
入
館
可
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昼
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、
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後

二
時
半
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会
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一
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室

講

題

『
静
か
な
る
日
本
侵
略
』
の
要
点
と
そ
の
後

の
動
き

1

講

師

佐
々
木
類
先
生

（産
経
新
聞

・
論
説
副
委
員
長
、
上
記
の
御
著
書
は
、
現
在
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
）

◎

佐

々
木
類
先
生
は
、
お
若

い
こ
ろ
か
ら
、
事
件
記
者
、
特
ダ
ネ
記
者
と
し
て
知
ら
れ
、
政
治
部
記
者
時
代
に
は
、

自
民
党
、
野
党
、
外
務
省
、

そ
し
て
首
相
官
邸
に
お

い
て
キ

ャ
ツ
プ
を
経

て
政
治
部
次
長
、
そ

の
後

ワ
シ
ン
ト

ン

支

局
長
で
活
躍
後
、
論
説
委
員
を
経

て
九
州
総
局
長
兼
山

口
支
局
長

の
時

に
、

こ
の

『
静
か
な
る
日
本
侵
略
』
を

執
筆

・
上
梓
さ
れ
、
現
在

は
本
社
論
説
副
委
員
長
を
お
務
め
で
す
。

佐

々
木
先
生
は
、
本
書

『
静

か
な
る
日
本
侵
略
』
を
読
ん
で
も
分

か
り
ま
す
が
、
徹
底

し
た
現
場
主
義

で
、
現

地

へ
出
向
き
徹
底
的

に
取
材
し
て
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
臨
場
感

に
富
み
、
問
題
点
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

こ
の
著
書
は
、
現
地
報
告
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
解
決
策
を
も
提
起
し
て
お
り
ま
す

の
で
、

こ
の
日
は
、
そ
の

内
容
を
御
説
明
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
を
ど
う
解
決
し
た
ら
よ

い
か
、
御
意
見
を
交
換

い
た
し

た
い
と
思

い
ま
す
。
貴
重
な
数
少
な

い
機
会
、
奮

っ
て
の
御
参
加
、
お
待
ち
申

し
上
げ

ま
す
。

（清
原
記
）

□

当
日
会
費

（
昼
食
付
き
）

会
員
は

三
千
円
、
非
会
員

五
千
円
。
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▽
二
月
六

日

（水
）
ま
で
に
出
欠
の
返
信
賜
り
た
く
。
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送 に を春 が 温

付 年 新 所 正 か

い 頭 た 感 面 い

た 所 に と壇 一

し感 い し上 お

ま を た て に祝

す 述 し ’上 い
べ゚ ま こ が の

’し の りお

大 た 一 代 言
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▽

「
時
代
を

刷
新
す
る
会

」
と
は

「
何
事

も
人
類

・
国
民

の
た
め

に
な

る
こ
と

は
、
時
代
を
先
取

り
し

て
、

積
極
的

に
取
り
組
も
う
」
と

の
趣
旨

で
、
昭
和

五
十
六
年
、
岸
信
介

元
総

理
に
よ

っ
て
創

設
さ

れ
た

シ
ン
ク
タ

ン
ク

で
す
。
晩
年

の
岸
信
介

元
総

理
が

そ
う

で
あ

っ
た
よ
う

に
、
超
党

派

・
超
派
閥

で
、
真

に
国
を
憂
え

る
有
志

に
よ

っ
て
構
成
さ

れ

て
い
ま
す
。

八

つ

の
部
会

と
、
五
～

六

の
委
員
会

が
あ
り
、

こ
れ
ま

で
に
百

三
十
七
本

の
要
請
書

を
時

の
政
府

に
提
出
し

て

い
ま
す
。

第

二
代
会
長

は
、

木
村
睦

男
元
参
議
院
議
長
、
第

三
代
会
長
が
櫻
内
義
雄

元
衆
議

院
議
長
、

第

四
代
会
長

の
塩
川

正
十
郎

元
財
務

大
臣
は
、
九
十
歳
を
機

に
辞
任
。
第

五
代
会
長
代

行
と
し

て
、

江

口

一
雄

元
衆

議
院
議
員
。

そ

の
後
、
平
成

二
十
七
年
四
月

か
ら
、
第
六
代
会
長
代
行

と
し

て
、
岸

信
夫
衆

議
院
議
員

・
元
外
務
副
大

臣
、

前
議
院
運
営
委
員
会

理
事
、
現
在

は
衆
議
院
安
全
保
障

委
員
長
が
就
任

し
て
お
り
ま
す
。

▽
事
務

局
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専
務
理
事

・
清
原
淳
平
、
総
務
重
田
典
子
、
高
津
優
介
、


